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◎

「湯
島
神
社
」
で
の
初
詣

人
日
の
日
の
７
日
、
２
年
振
り
に
役
員

一
同
で
湯
島
神
社
を
参
拝
し
、
会
員
の
安

寧
と
新
型
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
祈

っ
た
。
そ

の
日
は
珍
し
く
初
雪
が
降
り
、
い
つ
も
の

境
内
の
白
梅
は
、
寒
さ
で
菅
が
縮
み
趣
を

異
に
し
た
。
そ
れ
で
も
学
問
の
神
様
を
祀

る
神
社
の
数
か
所
の
掛
け
所
に
は
、
沢
山

の
合
格
祈
願
の
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
。

そ
う
、
こ
の

「湯
島
の
白
梅
」
は
、
知
る

人
ぞ
知
る
泉
鏡
花

の
新
聞
小
説

「
婦
系

図
」
の
舞
台
に
も
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、

時
代
を
超
え
て
読
み
継
が
れ
る
名
著

〈君

会
員
」
。
「特
別
会
員
」
。
「奨
励
会
員
」
を

定
め
た
意
図
は
、
正
会
員
の
明
確
化
と
共

に
、
会
員
が
所
属
支
部
ば
か
り
で
な
く
、

他
支
部
の
魅
力
あ
る
活
動
に
も
積
極
的
に

参
加
で
き
る
門
戸
を
開
い
た
こ
と
だ
。
支

部
間
の
相
互
交
流
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
で
、

親
睦
と
互
助
も
強
固
と
な
り
、
会
員

一
人

一
人
の
ボ
ル
テ
ー
ジ
が
最
高
潮
に
な
る
こ

と
を
願

つ
た
。
こ
こ
に
来
て
、
支
部
で
の

新
し
い
呼
称

へ
の
理
解
と
共
感
の
動
き
に

拍
車
が
か
か
っ
て
き
て
い
る
と
聞
く
。
折

し
も
、
生
涯
学
習
部
が

「支
部
の
活
動
」

の
再
調
査
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
、
こ
の

新
た
な
研
修
制
度
の
創
設
を
求
め
て
い

る
。
「
３０
時
間
の
確
保
は
、
多
忙
な
教
員

に
と

っ
て
負
担
が
大
き
い
」
「
実
践
的
で

な
く
現
場
に
役
立

つ
て
い
な
い
」
な
ど
と
、

当
初
か
ら
課
題
が
多
い
。
現
実
は
、
学
校

現
場
の
負
担
感
に
加
え
、
情
報
化
の
進
展

等
で
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
と
の

乖
離
も
目
立
つ
。
ま
も
な
く
、
法
改
正
が

行
わ
れ
、
２
０
２
３
年
度
か
ら
新
し
い
研

修
制
度
が
シ
フ
ト
さ
れ
る
と
い
う
。
如
何

な
も
の
か
。
教
師
が
学
び
続
け
る
こ
と
に

異
論
は
な
い
が
、
教
育
投
資
こ
そ
、
未
来

へ
の
先
行
投
資
だ
。
ま
ず
は
教
職
員
の
定

数
を
増
や
し
、
遅
々
と
し
て
進
ま
ぬ

「学

校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
」
を
急
ぐ
べ
き
　
　
一

で
は
な
い
の
か
。
ま
も
な
く
、
桜
の
季
節

　

１

を
迎
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
〉
―
吉
野
源
三
郎

著
―
の
文
中

「
石
段
の
思
い
出
」
に
も
湯

島
神
社
の
く
だ
り
が
あ
る
。
「
障
子
の
向

こ
う
に
は
、
も
う
春
を
思
わ
せ
る
暖
か
な

空
が
、
静
か
に
遠
く
晴
れ
渡

っ
て
い
ま
し

た
」
と
結
ぶ
。
狭
い
境
内
の
自
梅
は
、
半

世
紀
前
に
地
元
の
有
志
で
募

っ
た
青
年
た

ち
が
植
え
た
と
聞
く
。
い
つ
訪
ね
て
も
心

和
み
、
意
味
あ
る
場
所
な
の
で
あ
る
。

◎

「支
部
間
交
流
」
に
期
待

振
り
返
る
に
、
令
和
３
年
４
月
２０
日
付

で
新
た
に
三
つ
の

「会
員
の
呼
称
」
が
会

則
に
条
文
化
さ
れ
た
。
新
た
な
呼
称
の
「正

調
査
の
有
効
活
用
で
、
支
部
間
交
流
が
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
心

か
ら
期
待
し
た
い
。

◎

「教
員
免
許
更
新
制
」
の
行
方

さ
て
、
こ
の
時
期
、
教
育
の
動
向
か
ら

目
が
離
せ
な

い
。
小
学
校

の

「
３５
人
学

級
」
へ
の
段
階
的
移
行
と
教
科
担
任
制
の

導
入
、
低
い
女
性
管
理
職
の
割
合
、
教
員

の
な
り
手
不
足
、
特
別
免
許
状
、
等
々
だ
。

中
で
も

「教
員
免
許
更
新
制
」
の
行
方
が

気
が
か
り
だ
。

１０
年
ご
と
の
講
習
を
義
務

付
け
て
い
る
現
行
制
度
は
不
十
分
だ
と
し

て
、
中
教
審
の
特
別
部
会
が
廃
上
を
含
め
、
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主な記事
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▼
定
期
総
会
開
催
日

令
和
四
年
五
月
十
六
日

（月
）

午
後

一
時
三
十
分
　
開
会

Ａ
会
員
、
Ｂ
会
員
と
呼
ば
な
く

な

っ
て
四
か
月
。
正
会
員
、
特
別
会

員
、
奨
励
会
員
と
定
め
た
新
た
な
呼

称
は
、
今
や
定
着

へ
の
動
き
を
加
速

し
て
い
る
。
こ
こ
に
来
て
、
会
則
改

正
に
伴
う
新
制
度
の
輝
き
は

一
層
増

し
て
き
て
い
る
。
来
る
定
期
総
会
は

新
た
な
る
出
発
の
証
だ
。　
一
年

一
年

の
区
切
り
と
出
発
に
責
任
を
持

っ
て

取
り
組
む
覚
悟
だ
。
苦
節
七
十
年
。

汗
し
涙
し
た
先
輩
達
は
、
戦
後
、
昭

和
二
十
八
年
十

一
月
三
十
日
を
も

っ

て
本
会
を
再
建
さ
れ
た
。
来
年
五
月

十
六
日

（火
）
に
、
そ
の
節
日
と
な

る
創
立
七
十
周
年
記
念
式
典
を
迎
え

る
。
今
、
準
備
が
予
想
以
上
に
早
く

進
ん
で
お
り
、
実
行
段
階
で
は
か
な

り
力
が
入

っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

▼
会
場
　
都
立
多
摩
図
書
館

定
期
総
会
の
会
場
は
、
都
立
多
摩

図
書
館
で
あ
る
。
参
加
者
は
限
定
さ

れ
る
。
七
十
周
年
関
係
の
議
題
が
中

心
で
、
質
素
な
計
画
と
厳
粛
に
し
て

「長
寿

・
栄
誉

・
功
労
会
員
」
の
方
々
へ

例
年
総
会
の
席
で
お
祝

い
と
感
謝
の
意
を
表
す
た
め
、
案
内
状
を
お
届
け

致
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
、

コ
ロ
ナ
の
心
配
が
あ
り
案
内
状
を
お
届

け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
理
解
の
程
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

福
利
厚
生
部
長
　
増
田
　
稔

令和 4年度 『第 1回会員研修会』のこ案内

東京都退職校長会 生涯学習部

令和 4年度第 1回 『会員研修会』を下記の要頂で実施いたします。
◎ 期 日  令和 4年 5月 16日 (月 )

◎ 時 間  午後 3時 40分～ 4時 40分
◎ 会 場  都立多摩図書館 セミナールーム

国分寺市泉町 2-2-26
TEL 042‐359-4020
JR中央線 武蔵野線 西国分寺駅 南□から徒歩 7分

総会同様、参加者は限定されますことをこ容赦ください。

「生き生き人生を目指して」
～国際教育 (ネバールの女子教育に携わつて)～
岩谷榮子 先生  前千代田・中央支部 支部長

東京都退職校長会 事務局長

JICA 草の根技術協力事業の女性教師の資質向上と子供たちと

のふれ合い交流を目指すプロジェク トに携わり、豊かな人生を

送つている講師のお話を聞く。

○途上国教育、ネパールに携わつた動機

○ネパール女子教育の現状と子供たちの様子

○これからのこと (成果と課題 )

講師

趣旨

内容

-2-

て

総
務
担
当
前
会

，
桐
谷
澄
男

●
―

●
●
―
―
―
●
●
●
●
●
●
一
●
●

―

内
容
の
濃

い
も
の
の
決
議
と
な
ろ
う
。

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
次
第
で
は
開
催
不

可
能
も
想
定
さ
れ
、
書
面
に
よ
る
総

会
も
視
野
に
入
る
。

▼
式
典

へ
の
難
題
の
克
服

式
典

の
会
場
は

〈
調
布
市
文
化

会
館
た
づ
く
り
）
を
予
定
し
て
い

る
。
立
地
条
件
と
交
通
の
便
の
良

い

所
で
あ
る
。　
一
つ
に
四
月
十
六
日
に

抽
選
が
あ
る
が
、
幸
運
を
祈

っ
て
い

る
。
二
つ
に
運
用
面
に
お
け
る
予
算

不
足
が
難
題
で
あ
る
。
会
員
減
少
の

厳
し
さ
は
、
こ
う

い
う
時
に
、
突
き

刺
さ

っ
て
く
る
。
会
員
の
総
意
で
記

念
行
事

へ
の
新
た
な
手
立
て
と
英
断

が
望
ま
れ
る
。
三
つ
に
、
追
悼
式
は
、

要
望
を
受
け
て
式
典
に
先
立
ち
全
員

で
黙
祷
を
捧
げ
る
方
式
を
計
画
中
だ
。

四
つ
に
、
第
二
部
で
恒
例
の
祝
賀
会

は
、
現
況
下
で
の
開
催
は
予
定
し
て

い
な
い
。
開
催
に
向
け
ワ
ン
チ
ー
ム

で
目
指
す
皆
の
力
は
尊

い
し
、
心
強

い
。
ま
ず
は
、
準
備
万
端
整
え
、
皆

で
祝
う
晴
れ
が
ま
し
い
日
の
来
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

〆
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全
国
連
含
退
職
校
長
会

東
京
都
退
職
校
長
会

連
絡

ｏ
協
議
会
報
告

<本会のメリットとは !>                  (6回 シリーズの第 6回 )

会員増強プロジェクト。チーム

生涯学習時代 ～進んで学習会に参加 しよう 学び続ける会員は若い～

現場を離れ日々に緊張感が薄れ、生活リズムは守 りながらも、単調な生活となる。テレビ 。ラ

ジオ、新聞、雑誌、専門書、パソコン等で情報や知識を独学で得るものの、何か思考の深まりが

浅い。物足 りなさを感じていた時、本会の先輩の紹介を受けて、本会や支部の研修会に参加した。

講演を聞きながらメモを取っていると、高血圧症ではない脳の血流の高まりを覚え、背筋が伸

びた。久々に高揚感と充実感を味わった。熱心に聞き入る参加者の方々が神々しく見え、学び続

ける人は若い |と 感じた。これからは私もいろいろな会合に進んで参加をしたい。

(平成 18年入会 0・ G氏 )

令
和
三
年
十
二
月

一
日
、
コ
ロ
ナ
感

染
防
止
対
策
に
努
め
、
二
年
ぶ
り
に

連
絡

。
協
議
会
を
開
催
。
全
連
退
か

ら
は
会
長
、
各
部
長
、
委
員
長
、
事

務
局
長
等
九
名
。
本
会
か
ら
は
会
長
、

副
会
長
、
部
長
、
事
務
局
長
等
十
四

名
が
出
席
。

全
連
退
の
入
子
祐
三
会
長
は
、
年

間
紀
要
と
会
報
を
活
用
し
て
、
全
国

の
退
職
校
長
会
と
の
連
携
を
図

っ
て

い
る
こ
と
等
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

田
中
昭
光
総
務
部
長
は
、
日
本
Ｐ

Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
や
日
本
教
育
会
等

二
十
三
の
教
育
関
係
団
体
と
全
国
集

会
を
開
き
、
文
部
科
学
大
臣
等
ご
臨

席

の
中

「
子
供
た
ち

一
人

一
人
に
対

す
る
き
め
細
か
な
教
育

の
実
現
と
学

校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

の
推
進
等

を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル
」
を
出
し
た
こ

と
を
、
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

本
会
の
桐
谷
澄
男
副
会
長
は
、
会
員

増
強
対
策
と
し
て
会
則
改
正
を
行

っ

た
こ
と
、
及
び
会
員
勧
誘
活
動

の
具

体
的
な
取
り
組
み
を
報
告
。

最
後
に
多
田
丈

夫
会
長
が
総
括
を

行

い
、
加
え
て
本

会
は
七
十
周
年
記

念
式
典
を
、
令
和

五
年
度
に
開
催
予

定
で
あ
る
こ
と
を

紹
介
し
て
閉
会
し

ま
し
た
。

（広
報
担
当
副
会

長

角
田
美
枝
子
）

東
京
都
退
職
校
長
会

は
、
昭
和

二
十
八
年
十

一
月
、
「
千
代
田
会
」

と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
昭
和
四
十

二
年
五
月
、
「東
京
都
退
職
校
長
会
」

と
名
を
改
め
今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。

来
年
、
令
和
五
年
に
は
創
立
七
十
周

年
を
迎
え
ま
す
。

創
立
七
十
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
、

記
念
式
典
を
挙
行
し
て
、
本
会
七
十

年
の
歩
み
を
会
員
が
共
有
し
、
成
果

や
課
題
を
確
認
し
て
、
新
た
な
時
代

へ
向
か

っ
て
力
強
く
進
ん
で
行
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

特
に
、
本
会
の
活
動
の
基
盤
は
支

部
で
あ
り
ま
す
。
四
十

一
支
部
が
心

を
通

い
合
わ
せ
盛
り
上
げ
て
い
く
記

念
行
事
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

高

い
理
想
と
使
命
感
を
も

っ
て
東

京
都
の
教
育
を
推
進
し
た
私
た
ち
退

職
校
長
会
に
相
応
し
い
、
簡
素
に
し

て
、
会
員
の
力
に
な
る
記
念
式
典

ヘ

向
け
て
、
計
画
準
備
を
進
め
て
ま

い

り
ま
す
。

輝
か
し
い
足
跡
を
示
す
諸
先
輩
の

精
魂
込
め
て
綴
ら
れ
た
記
念
誌
を
拝

読
し
、
こ
の
七
十
年
の
慶
事
の
重
み

を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
す
。

昭
和
二
十
八
年
と
い
え
ば
、
世
相

は
ま
だ
落
ち
着
か
ず
、
当
時
、
新
任

の
教
員
だ

っ
た
九
十
三
歳
に
な
ら
れ

る
先
輩
は
、
「教
育
界
で
は
カ
リ
キ

ュ

ラ
ム
と

い
う
言
葉
が
目
新
し
く
感
じ

ら
れ
た
」
と
感
慨
深
く
話
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

東
京
都
退
職
校
長
会
と
名
前
を
改

め
た
本
会
は
、
七
十
年
の
歩
み
を
優

れ
た
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
、
会
員
の
力

強

い
熱
意
で
築

い
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
昭
和
四
十
年
、
並
々
な
ら
ぬ

ご
尽
力
の
も
と
、
組
織
を
全
国
に
と
、

全
国
連
合
退
職
校
長
会
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
。

本
会
に
寄
せ
る
会
員
の
皆
様
の
熱

き
思
い
を
誇
り
に
し
、
と
り
わ
け
本

会
の
基
盤
で
あ
る
四
十

一
の
支
部
活

動
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
努
力
に
思
い
を

は
せ
、
心
を
込
め
て
記
念
誌
作
成
準

備
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（令
和
四
上

。
二
六
記
）

●

３

８

０
８

８

８

０
８

８

，
８

８

０
８

８

☆

０
８

８

０
８

８

０
８

８

●
贅

Ｘ
螢

０
８

●

ゝ"は
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十
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年
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令和4年 4月 1日 東 京 都 退 職 校 長 会 会 報 第214号

支部の活動
(令和 4年 4月 )

「支部の活動」は、会報部が調査、集計され、平成 27年 1月 に会報 187号 に掲載されました。各支部がそれぞれの特性を生かし、工夫
しながらさまざまな活動が展開されている様子がわかりました。生涯学習部が後を引き継ぎ令和 2年 1月 会報 207号 に改訂版をだしま
した。この度の会則改正により、特別会員、奨励会員となって活動 したいという方々の役にたてばと思い、支部長の皆様のご協力を得て、
さらに改訂版を作成しました。文字が小さく読みにくいと思いますが、ご活用いただければ幸いです。   <生 涯学習部長 齊藤徳蔵>

クラブ・サークル等 写真展・作品展等 研修会・講習会 。現職校長会との交流会・他

千代旧
中央

ウォーキング (4)・ 傾聴ボラン
ティア (月 2回 )

現職校長会長の講話 (1)・ 交流会 他支部と
のウォーキング (1)。 会員交流会 (4)

支部使り (2)

総会の時、港区立の幼・
校長会の会長との懇談会

小 。中学校の園長会・
・

(1)

会員のお便り集

新宿
千代田 。中央及び文京二支部交流
(退公連共催)

都本部 li催の発表会参加・
区教委 キ:催の研究発表会出席

他支部事業紹介・支部研修 (1回 、退公連共催)

現職校園長と区教委との懇談 (総会と新年会)

新年懇親会 (1月 )・ 支部総会
会報発行・役員会報告 (6回 )

文京
支部会員の「出展」鑑賞や「童謡
の会」への参加

見学会 (1)・ 研修会 (1)(新宿支部と協同)

文京区教育研究協力園・校発表会参加、ウォー
キング

支部便り発行・会報発行
懇親会 (1)

||||||
1日 研修会 支部総会・会誌発行・忘年会

江東
囲碁・卓球・てくてく会 (散策の
会)・ 健康麻雀・俳旬の会

歩こう会 (歴史探訪含む) 支部使り,懇親会・役員会等

台東 支部だより (4)

品 川
囲碁 (年 2回の大会、春、秋)

研究歴史見学クラブ (3)
品川旅行会 (1泊 2日 )・ 施設見学会 (2) 会員像

新年″

目黒

史跡歩こう会・ゴルフ 作品展 (総合) 新年研修会・教育課題研修会 (2)。 支部便り
発行・目黒区立小学校長転退職と現職校長との
会 (1)
各小学校で歴代校長との会もある。
お便り集発行

納涼会・研究発表会に参加
新年会懇親会・会員名簿発行

大田
歴史散歩・ゴルフ・園芸・健歩 「美術、書道展」 現職校長区教委との懇談会・小中学校訪問

退職予定校長との懇談会
会報発行 (1)

山 |1谷
体験発表会・ 1日 見学研修 (2)・ 現ll伐小中校
長会会長との教育懇談会・講演会

新‖1理事歓送迎会・新年懇親会
支部会報 (2)。 会員名簿発行

渋谷
役員交流会 (1) 宿泊研修懇親会 (1)・ 見学研修会 (l)

現職校長役員との懇親会 (1)
中野 東京新発見散歩 趣味作品展 区長、教育長との懇親会・会報発行 周年行事

杉 並
囲碁・散歩・俳句・園芸・コーラ
ス (同好会)

研修会杉行会 (退職校長会
合同の会を順番に行う)

愛杉会・退公連の ′幼・小・中の園長・

|||1品 「会員は96、 89、 89、 85' その 4人です。思い出の絆の: ざとして静かに存在しています。」
北 作品展 (総合) 見学研修会 (総合)

荒川 役員交流会 (9) 趣味展 (6日 間) 一日見学会 (様々な施設等の見学、研修)

板橋
2年は作品展中止
ワークショップ (折 り紙)

(区教委、現職、小、中学校長会) 支部会報 (1)・ 懇親会 (2)

練馬
歩こう ( 4)。 写真 (12)・

2)・ カラオケ (12)(1
写真クラブ作品展 1日 研修会 (1)地区懇談会 (10)講演会 (4)

足立 会員交流の集い「歴史散歩」・年末懇親会 会報発行 (2)・ 喜寿者、米寿
者へのお祝い金贈呈

葛飾
ゴルフ (10)・ ぶらり散歩 (2) ゴルフコンペ 史跡を訪れ、教養を高め、健康増進と親睦を深

める。ゴルフを通し健康増進と親睦を深める。

江戸川
旅行・囲碁 。自然探訪
女性活躍

研修会 (1)懇親会に区長・教育長・幼・小・
中の園長・校長代表を招き交流

支部会報 (1)懇親会 (2)

ゴルフ ( 9)マジック (15)水
1)ウ ォーキング (3)
(11)囲碁 (6)

||:画

パソコン

作品展出占占 ()上 (公連 li催 ) 役員研修会・役員懇親会

田∫|{l 作品展 (1) 研修旅行 (1) 総会 会・忘年会
日南

'1学

研修会・教育懇談会・総会後の懇親会 会報「日南」発行 (2)
武蔵野
三鷹

囲碁 (2)・ 健康麻雀 (月 1)・ 蕎
麦打ち (2～ 3)

作品展 (毎年3月 ) 研修会 (2春・秋)

北多摩
北部

1日 研修会 。現職校長へ「支部便り」配布・講
演会 (会員発表)

役員懇親会 (1)

北多摩
中部

地域内の史跡、研究施設、寺社、文化施設等の
見学研修

役員研修会 (1)

研修会 (1)・教育懇談 (1)。 あの日、この時 (1) 小中学生の人権作文発表 。会報
(3)

調布
見学研修会 (1)。現職校長との教育懇談会 (1) 支部だ

会 (1
より (2)・ 新年会・懇親
)

作品展 (絵画、写真、書、能
面、木彫り等)

郷上めぐり、文集 (狛泉)の作成

北多摩
西部

文
ブ
化財巡リクラブ
(4)テーマ文

.(3)囲
碁クラ

化財研修
支部便り (1) ハイキング・他 新年会 (1)・ 懇親会 (1)

西多摩 短歌・漫歩会・写真 (休部中) 生涯学習写真展 (協賛参加) 111研修旅イ予 会報 (

人島 研修会 (講話・学校訪問)

it,嘔 ) 学校訪問 総会、懇親会

「 彙南部
ゴルフクラブ
市原コース・

‐(市原ゴルフクラブ)

柿木台コース
教育懇談会
退公連共催

り研修「渋沢栄一を辿る」 総会・新年会・会報 (2)

千葉中部 総会 。新年会
作品展 (写真・絵画 。書)

童話、唱歌を歌う(2)・宿泊研修旅行 (1泊 211)

千葉西部
真
ケ

写
オ

囲碁 (休部)・ 俳句・カラ 作品展 (写真・俳句) 半11研修 (見学) 会報 (2)

俳句・ふれあい昼食会 1日 研修会 会報 (

埼玉
ハイキング・陶芸・囲碁・園芸
ゴルフ

作品展示会 (毎年定期総会時) 1泊懇親旅行の実施 ・県内の 4ブロックごと
に 1～ 2回の親睦会を設定し交流を深める

会報発行 (年 2回、各 12ペー
ジ)

神奈川
写真 (10)。俳句 (6)

文学散歩の会 (3)・

(2)

・ゴルフ (3)・

ウオーキング
作品展 (総合)(1)
ラブ展 (1)

写 r〔 ク 111研修旅行 (1)・ 地区活動 (り |

横浜湘南地区で地域参観・話を聞
等、年 2回ずつ活動する)

央地区・
・見学会

1崎県
く会

新年会 (1)。 会報 (3)
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ビ
」

ト
ト

リ

′

　

　

Ｃ

三
年
度
も
二
年
度
に
続

い
て
会
員

の
皆
様
相
互
の
交
流
は
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
皆
様
の
様
子
を
少
し
で

も
共
有
し
た
い
と
の
思
い
で
近
況
報

告
集
を
作
成

い
た
し
ま
し
た
。
（そ

れ
ぞ
れ
の
方
の

一
部
分
で
す
が
紹
介

い
た
し
ま
す
。
）

①

コ
ロ
ナ
禍
で
私
達
は
学
習
し
ま
し

た
。
「
常
識
」
と

い
う
殻
を
捨
て
、

新
し
い
生
き
方

・
取
り
組
み
方
を
見

つ
け
な
が
ら
若
さ
を
保

っ
て
い
き
ま

・し
よ
つヽ
。

②

コ
ロ
ナ
と
の
共
存
の
た
め
に
は
、

新
し
い
生
活
様
式
を
身
に
付
け
、
プ

ラ
ス
思
考
で
今
を
大
切
に
暮
ら
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
地
域
等
で
の
貢
献
に
取
り
組
み
つ

つ
、
少
し
で
も
充
実
感
を
得
る
こ
と

が
出
来
る
生
活
に
努
め
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
が
生
き
生
き
と
前
向

き
に
過
ご
さ
れ
て
い
て
安
心
と
元
気

を
頂
き
ま
し
た
。
四
年
度
も
、
出
来

る
こ
と
を
工
夫
し
な
が
ら
絆
を
深
め

て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
年
度
を
迎
え

コ
ロ
ナ
が
収
ま
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
の
急
拡
大
で
今
年
の
新

年
会
も
中
止
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
昨
年
度
も
実
施
で
き
た
の
は
、

作
品
展
と
支
部
だ
よ
り
の
発
行
だ
け

で
し
た
。
さ
ら
に
寂
し
い
の
は
次
々

と
入
る
訃
報
で
す
。
市
内
の
方

へ
は

極
力
ご
自
宅

へ
香
典
を
持
参
し
て
い

ま
す
。
ご
遺
族
の
方
と
お
話
し
す
る

と
退
職
校
長
会

へ
の
感
謝
の
言
葉
を

た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
ん
な

と
き
心
が
穏
や
か
に
な
り
ま
す
。
「
主

人
の
遺
影
に
向
か

っ
て
今
で
も
口
喧

嘩
し
て
い
ま
す
。
」
と
に
こ
や
か
に

語
る
奥
様
が
印
象
的
で
し
た
。

さ
て
、
現
実
的
な
話
と
し
て
、
支

部
の
会
計
が
ひ

っ
迫
し
て
い
る
状
況

が
あ
り
ま
す
。
新
会
員
の
加
入
が
伸

び
な
い
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
す
。

し
か
し
、
役
員
会

で
は
焦
ら
ず

ゆ

っ
く
り
心
穏
や
か
に
活
動
す
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ご希望のご予算に合わせて

お葬式が執り行えます

東京都民互助会は、東京都退職校長会会員福利厚生の一環として

昭和51年4月 より団体契約によるお葬式サTビスを提供しております。

閂徳覇I Lieウェル警イフグル“秘

蟄東京都民互議会手姜嬌鼻
〒167-0042東京都杉並区西荻北5-1-8■L03-3396-7231 FAX03-3395-8874

ホームベージ

-5-

心
穏
や
か
に

町
田
支
部
長

‐‐新‐‐■

ョ

東1京 1都1運1職1薇1長1会1全 員|●1普1様

3151識4蒔歯|い0そも迅速対応

■輔|111=0134,|1441
直葬・家族葬はもちろん ご弔間の多いお葬式まで承ります
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令和4年 4月 1日 東 京 都 退 職 校 長 会 会 報 第214号

チ
ョ
ウ
を
通
し
て

「本
物
の
自
然

で
学
ぶ
」
こ
と
の
大
切
さ
を
次
世
代

の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
。
そ
の

た
め
の
図
鑑
を
４
巻
シ
リ
ー
ズ
で
上

梓
し
ま
し
た
。
自
然
は

「
そ
う
な

っ

て
い
る
ん
だ
ね
」
と
い
う
こ
と
を
写

真
で
示
し
ま
し
た
。
チ
ョ
ウ
の
生
き

様
は
、
決
し
て

「
工
夫
し
て
い
る
」

や

「知
恵
が
あ
る
」
と
い
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
小
学
３
年
生

で
学

ぶ

完
全
変
態

や
チ

ョ
ウ
の
歴
史

に
触

れ
、
楽
し
く
学
べ
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
日
本
や
世
界
の
チ
ョ
ウ
の
種
類

に
つ
い
て
は
、
原
寸
大
の
写
真
を
使

用
し
て
解
説
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
チ
ョ

ウ
の
研

究
を
続

け

て

い

き
た

い

と
思

い

ま
す
。

彙
菫

〓
。

一

帰鯖

■
一
ｎｔ

，

桐
谷
副
会
長
を
筆
頭
に
志
賀
、
赤

坂
、
難
波
、
金
本
、
河
原
、
長
峰
、

壺
内
の
部
員
７
名
で
、
主
に
次
の
任

務
に
当
た
っ
て
い
る
。
①
総
会
の
円

滑
な
運
営
。
②
年
４
回
の
支
部
長
会

の
運
営
進
行
。
③
４
１
支
部
の
情
報

収
集
や
課
題
へ
の
対
応
。
④
全
連
退
、

１
都
９
県
の
関
ブ
ロ
関
係
の
連
絡

・

調
整
。
⑤
会
員
名
簿
の
作
成

。
発
行

や
退
職
予
定
者
等
の
入
会
促
進
。
⑥

各
部
、
各
組
織
間
の
連
絡

。
調
整
等
。

会
計
部
の
業
務
は
、
会
費
納
入
の

見
通
し
を
立
て
、
事
務
局
長
の
適
正

な
予
算
執
行
を
補
佐
し
、
会
計
処
理

を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
十
月
よ
り
部

会
を
開
き
、
会
計
処
理
を
行

っ
た
。

ま
た
、
事
務
局
員
と
協
力
し
、
会
報

の
発
送
、
会
員
名
簿
の
自
前
で
の
製

版

。
発
行

。
発
送
等
を
手
伝

っ
た
。

会
計
部
と
し
て
の
日
常
の
業
務
を

行

い
、
改
革
の

一
翼
を
担

い
、
本
部

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た

∧
情
報
∨
　
全
国
的
な
動
き
は
マ
ス

コ
ミ
、
会
報
は
も
う
少
し
ロ
ー
カ
ル

に
。
本
部

。
支
部

。
会
員
の
ニ
ュ
ー

ス
。
知
り
合

い
の
ニ
ュ
ー
ス
は
嬉
し

い
。
多
く
の
情
報
掲
載
、
ペ
ー
ジ
減

少
の
た
め
、
字
数
の
縮
小
に
陳
謝
。

∧
発
行
の
手
順
∨
　
割
付
の
決
定
↓

執
筆
者
の
決
定

・
依
頼
↓
印
刷

・
校

正
↓
発
行
。
執
筆
者
に
感
謝
。

∧
発
行
の
回
数
∨
　
年
間
４
回
。
各

号
８
ペ
ー
ジ
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
活
動
が
制
限
さ

れ
ま
し
た
が
、
連
絡
を
密
に
し
て
活

動
し
ま
し
た
。
第

一
回
会
員
研
修
会

は
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
次
年

度
に
生
か
し
ま
す
。
第
二
回
会
員
研

修
会
は
、
準
備
等
、
連
絡
し
な
が
ら
、

『パ
ズ
ル
を
解

い
て
楽
し
も
う
』
を

テ
ー
マ
に
実
施
し
、
成
功
裏
に
終
わ

り
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
委
員
長
会
は
、

実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
り
、
ま
と
め
、
配
布
し
、

お
互
い
の
意
思
疎
通
に
努
め
ま
し
た
。

連
絡
の
密
は
有
効
で
し
た
。

主
な
４
項
目
の
事
業
。

○
会
員
の
親
睦
と
互
助
に
関
す
る
こ

と

（新
年
会
や
総
会
後
の
懇
親
会

等
）

○
会
員
の
慶
弔
に
関
す
る
こ
と

○
叙
勲
に
関
す
る
こ
と

※
以
上
３
項
目
の
活
動
に
つ
き
ま

し
て
は
各
支
部
長

・
支
部
会
員
の
お

力
添
え
を
得
て
、
正
確
な
情
報
、
記

載
に
部
員

一
同
努
め
て
い
ま
す
。

会
報
や
要
項
に
個
人
の
お
名
前
や

情
報
を
決
ま

っ
た
期
日
に
載
せ
る
こ

と
も
あ
り
、
点
検

・
校
正
に
た
い
へ

ん
気
を
使

っ
て
い
ま
す
。

〇
年
金
に
関
す
る
こ
と

情
報
推
進
部
は
本
年
度
新
設
さ
れ

た
新
し
い
組
織
で
あ
る
。
福
島
副
会

長

の
も
と
部
員
は
河
合

（荒
川
）
。

林

（墨
田
）
。
宮
澤

（千
葉
南
）
。
東

海
林

（北
多
摩
西
部
）
の
四
名
で
あ

る
。
本
会
の
Ｈ
Ｐ
に
は

「本
会
の
概

要
」
「会
長
挨
拶
」
「活
動
方
針

・
事

業
計
画
」
「
本
部

ニ
ュ
ー
ス
」
そ
の

他
を
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
会
員
の
皆

様
に
は
月
に

一
度
は
ご
覧
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
口
一
［
り

＼̈
＼
一
〇
一
”
一
Ｆ
Ｏ
Ｃ
」
も
＼
）

2021年 児童ベン賞特別賞を受賞

―
′Ｖ

Ｒ
Ｐ

立
ロ

」L二｀`

′―
′L"

n
′

各
会
計
部
の
活
動

会
計
部
長
　
皆
川
　
清

0
■■●

●ヽ

連
絡
を
密
に
し
て
活
動

生
涯
学
習
部
長
　
齊
藤
徳
蔵

本
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

情
報
推
進
部
長
　
東
海
林
和
衛

6

本
物
の
自
然
で
学
ぶ

八
王
子
支
部
　
福
田
　
晴
男

地
方
会
員
か
ら

八
王
子
工
会
員
ヘ

ヤ
ル
気
満
々
の
総
務
部
の
活
動

総
務
部
長
　
〓璽
内
　
明

広
報
部
長
　
榎
本

福
利
厚
生
部
長
　
増
田
　
稔
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・高齢者叙勲受章会員

栄えのご受章お祝い申し上げます。 (敬称略 )

(令和 3年 11月 30日 現在 本部に届けがあった方々)

瑞宝小綬章 (2名) 瑞宝双光章 (7名) 臼居都三男(千葉西部)平 岡正章 (千葉北部)

金原達人 (杉 並) 荒木徳也 (世田谷) 山崎清彦 (千葉西部)山 口和久 (杉 並)

横倉 弘 (杉 並) 伊波健治 (世田谷) 熊野 敦 (神奈川県)

(福利厚生部長 増田 稔 )

二
で
も
な
く
人
生
三
度
な
し

狛
江
支
部
　
石
谷
　
清
隆

がん保険_ J
‐  ●

0.1∫保障が充実。
なのに、ムダがない
アフラックの医療保険。

医療

保有
インシュアランス

細はホームベージをご確認ください)

ライフステージの変化に合わせて、

その時々で必要な保障を変えられるため、

ムダなく最適な保障を備えていただけます。

■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■

漑
炒
爾
瞳
畿
璽
目
霞

ｅ●
Ｆ

】Ｆ
Ｌ
Ｊ

ｏ
日
■ｒＰ

〈募集代理店)(ア フラックは代理店制度を採用しています)
◎商品の詳細は「バンフレット」「契約概要」などをご確認ください。

〈引受保険会社) 「生きる」を創る。 フっ_,、 ,々

Atthc争轟鍵襦西新宿2‐ 1

三井住友トラスト・ライフパ…トナーズ株式会社

-7-

EVER

固●0120‐ 357‐ 212  1目国03‐ 3233… 6754
〒101‐0054東京都千代田区神田錦町3-11‐ 1

退
職
。
「
ど
う
ぞ
、
充
実
し
た
第

二
の
人
生
を
」
と
、
た
く
さ
ん
の
方
々

か
ら
お
声
掛
け
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
は
有
難
き
幸
せ
。

し
か
し
、
自
分
に
と

っ
て
第

一
も

第
二
も
な
く
、
区
切
り
も
な
い
。
森

信
三
先
生
曰
く

「
人
生
三
度
な
し
」

で
、
連
続
し
た
日
々
が
今
も
あ
る
。

こ
れ
も
ま
た
有
難
き
幸
せ
。

大
き
く
変
わ

っ
た
こ
と
は
、
日
の

前
の
人
々
が
子
供
か
ら
大
人
に
な

っ

た
こ
と
。
三
十
七
年
間
食
べ
続
け
た

給
食
が
、
愛
妻
弁
当
に
な

っ
た
こ
と
。

さ
ぞ
か
し
子
供

ロ
ス
、
給
食

ロ
ス
に

な
る
か
と
思
い
き
や
、
周
り
の
大
人

は
い
い
人
で
、
愛
妻
弁
当
は
旨

い
。

こ
れ
も
や
は
り
有
難
き
幸
せ
。

私
は
今
、
狛
江
市
教
育
委
員
会
に

「狛
江
市
の
全
小
中
学
校
を

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

・
ス
ク
ー
ル
に
す
る
」
と
い

う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
頂

い
て
、
楽
し
く

働

い
て
い
る
。

有
難
き
人
生
、
感
謝
の
日
々
。

ヽNEWノ

医 療 保 険

新

入

会

員

の

声
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物

故

考

饉
ん
で
ご
雌
去
を
悼
み

ざ
冥
福
を
お
竹
う
や
ｔ
上
げ
ま
す

渡
辺
　
　
弘

令
３
・９
ｉ

千
葉
南
　
中

８４
　
別

照
男

令
３
１

Ю

杉

並

中

８８

２０

秀
夫

令
３
１

１７

板

橋

中

８９

２７

着
¨
令
３
・１０
・２

千
葉
中
　
小

９０
　
８５

戸
塚
　
福
夫

令
３
・１０
・２

練

馬

小

９５
　
３０

佐
々
木
興
子

〈，
３
・１０
・６

大
　
田

小

８１
　
１３

米

田
長
田
　
英
方

令
３
・１０
・８

練

馬

中

９７
　
３４

氏
　
名

今
井
展

一
郎

上
山
洋

一
郎

平
本
　
八
郎

西
山
健
太
郎

茂
木
　
　
充

櫻
井
　
悦
子

相
澤
喜
久
雄

原
　
　
静
雄

小
山
　
啓
子

中
野

　

一
夫

年

月

日

令
２
・８
・１４

令
２
・１２
・２９

令
３
・２
・１２

令
３
・２
・１９

令
３
・３
６

令
３
・５
・８

令
３
・５
・１２

令
３
・７
・２５

令
３
・８
・Ю

令
３
・８
・１３

支
部
名

町
　
田

北
多
摩
西

千
葉
中

神
奈
川
県

町
　
田

練
　
馬

町
　
田

八
王
子

町
　
田

西
多
摩

鶴
　
徽

３

　

フ

９

　

Ｋ

中 小 中 中 小 小 小 中 小 小 校種

鳴

海

　

行

男

令
３
・８
麗

千
葉
中

小

９０
　

８６

　

村

田

　

安

正

令
３
・Ｈ
・
３０

Ｈ
　

南

小

９８
　

５３

荒

木

　

二
郎

令
３
・８
下
旬

神
奈
川
県

小

９２
　

‐０３

　

神

野

　

正

光

令
３
・１２
・７

杉

並

小

９６
　

２１

柳
瀬
　
治
男

令
３
・８
・３０

大
　
島

中

８７
　
８２
　

市
川
　
哲
男

令
３
・１２
・る

日
　
南

中

８３
　
５４

西
川

萩  坂
浦  入

玉
川

中 大 梅 永
村 坂 沢 井

俊

夫
　
令
３
・Ｈ
ｉ

埼
玉
県
　
小

９７
　

９５

泰

令
３

１…１

２２

板

橋

中

ｍ

２９

道

正
　
令
３
・Ｈ
・
２２

千
葉

北
　
小

９２
　

９１

岩
田
　
邦
勝

令
…
Ｈ
赤

杉

並

中

８２
　
２１

彰

令
3

10

6

町

田

4ヽ

87

49

力
一　
令
３
・１０
■

西
多
摩
　
中

９５
　
７７

廣
治

令
３
・早

７

八
王
子
　
中

８６
　
４８

（福
利
厚
生
部
長
　
増
田
　
稔
）

山
深

墓
参

き
虫

り
亡

の
音
恋
し
鳴
子
の
湯

手
折
り
て
篇
と
す

千
葉
西
部
支
部
　
黒
川
貞
夫

半
分
こ
採
れ
た
て

一
粒
ミ
ニ
ト
マ
ト

あ
じ
さ
い
の
青
を
求
め
て
遠
ま
わ
り

千
葉
西
部
支
部
　
橋
本
孝
枝

車
内
に
も
髪
付
け
馨
る
五
月
場
所

糸
と
ん
ぼ
ふ
わ
り
水
辺
に
羽
た
た
む

千
葉
西
部
支
部
　
齊
藤
と
も
子

一
味
の
違

い
を
求
め
山
の
栗

木
洩
れ
日
の
森
の
葉
そ
よ
ぐ
夏
の
音

千
葉
西
部
支
部
　
小
口
榮
壽

青
年
の
覺
れ
て
読
書
楠
若
葉

湿
り
吐
く
棒
の
大
樹
今
朝
の
秋

千
葉
西
部
支
部
　
斎
藤
二
郎

琴
の
音
に
門
を
見
や
れ
ば
菊
乱
れ

用
も
な
く
た
だ
し
ば
ら
く
の
秋
の
空

千
葉
北
部
支
部
　
永
嶋
達
夫

釣
人
の
九
き
背
中
や
冬
ぬ
く
し

席
譲
る
若
者
が
い
て
成
人
日

千
葉
北
部
支
部
　
西
嶋
新
吉

蜜
蜂
の
螢
袋
に
隠
れ
ん
ぼ

紫
陽
花
の
色
を
映
し
て
手
賀
の
沼

千
葉
北
部
支
部
　
稲
見
義
弘

潮
風
に
と
ん
ぼ
飛
び
交
う
智
恵
子
の
碑

身
に
入
む
や
今
朝
は
魚
ら
は
沈
み
を
り

千
葉
北
部
支
部
　
中
澤
誠
二

対
岸
の
喚
声
近
し
秋
澄
め
り

連
れ
立
ち
て
乙
女
稲
荷
の
成
人
日

千
葉
北
部
支
部
　
西
嶋
久
美
子

編

集

後

記

２
０
２
２
年
が
始
ま
り
、
今
年
は

コ
ロ
ナ
の
収
束
か
と
、
喜
び
も
束
の

間
、　
一
月
中
旬
に
は
新
た
に
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
が
猛
威
を
振
る
い
、
東
京
都

で
は
、
感
染
者
が
二
万
人
を
超
え
、

依
然
と
し
て
油
断
で
き
な
い
毎
日
が

続

い
て
い
ま
し
た
。

世
界
的
に
は

「
ロ
ツ
ク
ダ
ウ
ン
」
。

「
ゼ
ロ

。
コ
ロ
ナ
」
。
「
厳
格
な
入
国

制
限
」
か
ら
、
新
た
に
、
「
コ
ロ
ナ

リ
ジ
リ

エ
ン
ト
社
会
」
（
コ
ロ
ナ
と

共
存
し
、
コ
ロ
ナ
に
打
ち
克

つ
）
の

構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
改
め
て
コ
ロ
ナ
を
正
し

く
理
解
し
、
安
心

・
安
全
の
確
保
に

努
め
て
い
き
た
い
と
強
く
思
い
ま
す
。

本
会
報
に
は
令
和
４
年
度
の
定
期

総
会

。
第
１
回
研
修
会
の
案
内
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
又
、
会
員
増
強

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
か
ら
は
、
六
回
シ

リ
ー
ズ

の
最
終
回
と
し
て
、
「
本
会

の
メ
リ
ッ
ト
と
は
」
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

令
和
五
年
度
に
は
都
退
職
校
長
会

七
十
周
年
式
典
を
迎
え
ま
す
。
会
員

の
全
総
力
を
結
集
し
、
是
非
と
も
成

功
さ
せ
ま
し
よ
う
。

先
行
き
が
見
通
せ
な
い
今
日
こ
の

頃
で
す
が
、
各
支
部
の
活
動
、
支
部

だ
よ
り
の
様
々
な
創
意
工
夫
さ
れ
た

活
動
も
参
考
に
し
、
会
員
相
互
の
親

睦
を
深
め
な
が
ら
、

コ
ロ
ナ
に
負
け

ず
に
、
活
動
の
充
実
を
図

っ
て
参
り

ま
し
ょ
う
。
　

　

　

（大
瀧
吉
夫
）

ヽ
■
脚

．
／／
Ｊ′
ト

俳

句

応
募

コ
ー
ナ
ー

8


